
今後の予定

12/12(木) 19:00 役員会       堀江宅

12/14(土) 12:30 （集合）市民 Xmas G ネットしが          

12/28(土) 10:00     たまごやきハウス清掃

○11 月出席状況
在籍者数  21 名 ゲスト 4 名
出席者数   19 名     メネット  2 名
メークアップ  1  名
出 席 率    100.0 ％ (算定会員 20 名)        

○ニコニコ     14,000 円 累計 47,000 円
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国 際 会 長 主 題  Jennifer Jones (オーストラリア ) “Building today for better tomorrow” 「より良い明日のために今日を築く」

アジア会長主 題  田中博之   （日   本）  “Action” 「アクション」

西日本区理事主題 戸 所 岩 雄 （彦根シャトー） “風となれ、ひかりとなれ” ”

びわこ部長主 題     東 康 彦 （滋賀蒲生野） “メンバーよし、YMCA よし、クラブよし、そして社会に奉仕”                                   

会 長 主 題 太田美智代 （近江八幡）   “For you With you For happy life”

今月の聖句

イエスは（再び）言われた。「わたしは世の光であ

る。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を

持つ。」     ヨハネによる福音書 8 章 12 節）

  

12 月 第１例会 (クリスマス例会)
日 時 ：12月 15 日（日） 17:30～
場 所 ：グリーンホテル Yes 近江八幡
クリスマス実行委員：川那辺、峰、八木、安田

          司 会 峰 ワイズ

17：30 受  付

18：00 ｷｬﾝﾄﾞﾙｻｰﾋﾞｽ「きよしこの夜」全 員

18：10 開会点鐘      太田 会長

ワイズソング   全   員

18：15 クリスマスメッセージ 川上ワイズ

「もろびとこぞりて」 全 員

18：30 点  呼     藪 書 記

ゲスト紹介

会務報告 藪 書 記

18：45  乾    杯       藪次期会長

会  食

19：20 わくわく♪クリスマス

    テケテケチルドレン

19：50 ゲーム大会     実 行 委 員

20：30 サンタと遊ぼう

21:00 ＹＭＣＡの歌          全   員

   閉会点鐘      太 田 会 長    

教会ではクリスマスを迎える４週間前から、アド

ベントといって、聖壇にローソクを４本立て、１週

間毎に１本ずつ増やしながら明かりが灯され４週

間、クリスマスを迎える時には、４本のローソクが

全部灯され、教会はキリストの生誕を、光に包まれ

ながらお祝いをする。また別の聖書の記述では、星

の輝きによって導かれた賢人（Wise Men ワイズメ

ン）が、みどり児のキリストに出会うということが

記しているが、ワイズメン（Y’s Men）が星の輝き

［光］に導かれてクリスマスを祝う！なんて、語呂

合わせとしてもおめでたいことである。ここにもク

リスマスに示された光を知るのである。

さて我々は生涯を輝いていたいために努力して来

ている。各々進むべき道は違っていても自分を光り

輝かすために励んで来た。能力に応じて、一流大学

を出てエリートとして輝いている人、一芸に秀でて

文化芸術の分野で輝く人、なかには外に広く輝かな

かったとしても、自分の心のなかで輝く人もあるか

も知れない。それは総て生きがいに通ずる光である

と思うのである。

しかしキリストの照らす光は上に述べたような光と

は違うものである。勿論世に光り輝くことも悪いこ

とではなく意味もある。しかし不幸運命の底に落ち

込んで悲しんでいる人々のためにも照らす光がクリ

スマスは知らせてくれる。一緒にお祝いしたいもの

である。

（堀江 宏）

＜強調月間＞ EMC-E YES

E を行うためには、メンバー増強とクラブ内で
の中堅メンバー育成が重要。YES 献金は新規ク
ラブの設立資金です。

     牧野篤文 EMC 事業主任（京都トップス）

書  記  藪 秀 実

会  計  瀬 間 恭 子

監  事     持 田 和 夫

会  長  太 田 美 智 代

直前会長  安 田 博 彦

次期会長  藪 秀 実



11 月例会報告

                               

１１月１６日クラブの第１例会が恒例のアンドリ

ュース館で午後７時から開催された。司会は持田和

夫ワイズで、開会点鐘・会務報告があり、久保田展

史連絡主事のＹＭＣＡ報告に続き、長浜クラブ松岡

義隆ワイズから「びわこワイズ起こし運動」の報告

と１１月３０日開催の第１回ワイズ地域フォーラム

のアッピールがあった。一番好感が持てたのは、設

立概要に目標２０名という数字が挙がったことであ

る。最近はＥＭＣの会員増強について各所から色々

と声がかかるが、増強目標をあげて取り組んでほし

いというのが願いであったので、今回は本気と受け

取った次第である。これには我がクラブより 7名で

応援したいと思っている。

次に

当月例

会の講

師であ

る國松善次氏

のお話となっ

た。元滋賀県知

事として滋賀のために働いてこられた方であり、「人

生 100 歳時代 老いが本番です」と題して熱弁を振

るわれた。先ずよく勉強された説明と図示による説

得に始まり、いくら滋賀県が長寿日本上位でも、認

知症で生きる男性と足腰の筋肉が弱り寝たきりの女

性が多数を占める状況は手放しでは褒められない。

だから筋力増強、和食主体の食事、便秘予防、正し

い姿勢の歩行など、自己流の珍学説（ボク説）も交

えて、面白くためになる話をしていただいた。質問

のコーナーでは、池田鈴子ワイズの彦根護国神社を

訪問した話題から、國松さんの 75 歳からの全国の護

国神社行脚の話が飛び出したり、ドライバータイム

では講師の話に触発されて、自己健康

術が披露されたり和やかな一時の後、

名残惜しい集会を終了した。西川允ワ

イズには講師紹介の労をとっていた

だいたのと、ゲストとして山東佳乃栄

さんをお連れ頂いたこととを付記し

たい。多謝。出席は上記の方々の他、

浅岡・太田・岡田（國松元知事と同級

生で県庁で一緒に仕事をされた）川那

辺・坂井・塩貝・瀬間・平田・堀江芙

美・松本・八木・安田・藪・浅岡メネ

ット・平田メネットと長浜クラブから

ゲストとして 2 名の伊藤文訓・寺倉利

明両ワイズであった。

堀江 宏
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11 月 2 日 AM10 時より 1.5HR、滋賀 YMCA 主催で JR 近江八

幡駅 JR 草津駅 JR 彦根駅 JR 長浜駅に分かれて街頭募金が

行われました。私は近江八幡駅で参加させて頂きました。

近江八幡駅では YMCA のサッカー教室の子供たちや学童

保育の子供たちが参加し、 4箇所に分かれての街頭募金活

動をしました。読売新聞の方も取材に来られていて私の担

当の所にはサッカーの子供たちとリーダーと y's メンと読

売新聞の方でした。最初はリーダーが「募金お願いします」。

と、小さな声で言ってくれていたのですが やはりひとりで

は大変かと思い私たち y's メンも声を出していたら、サッ

カーの子供たちも順番に大きな声で「YMCAです。台風によ

り被災を受けた方たちを支援する募金にご協力お願いしま

す。」と、言ってくれるようになり後半はサッカーの子供た

ちの声が駅中響き渡っていました。

募金活動をする事はもちろん大切な事ですが関わってくれ

た子供たちが大きな声で一生

懸命に困っている人の為に頑

張っている姿感動しました。

サッカー教室の子供たちにと

っても 学校では学べない大切

な事を学んでくれた気がします

ついつい忘れがちになるので

すがボランティアとはやらされるものでもなく、やってあげ

るのでもなく、自分がやりたいからするだけの事。子供たち

が自分から大きな声を出して楽しそうに活動している姿を

見て再確認させられました。

街頭募金活動という素敵な時間を過ごせた事に感謝して

います。

今回の募金活動は 4 地区で計 90 名人が参加、募金総額は

21 万円（近江八幡駅 8 万円）のお志を戴きました。活動に

当たっては募金箱・趣意書・募金マニュアル・計画書などす

べてを近江八幡 YMCA が準備下さいました。近江八幡クラブ

は 8枚の横断幕（長さ 4ｍ紙製）をお仕事会にて作成（横断

幕周囲の強化）しました。

  YMCA 台風 18・19 号

    被災地支援街頭募金 峰 洋美



                          

11 月 17 日（日）は朝から快晴で、湖岸清掃の奉仕

活動には最適の良い天気に恵まれた。今年は東びわ

こ部部長と中山地域奉仕・環境事業主査からの要請

で、恒例の湖岸清掃活動をびわこ部ワイズデーの事

業として行うこととなった。朝 9 時半に近江八幡運

動公園に集合して、東部長、中山主査の挨拶から始

まった。

参加されたのは、彦根クラブ 1名、長浜クラブ 4 名、

草津クラブ 1 名、蒲生野クラブ 4 名、近江八幡クラ

ブ 11 名と安田ワイズのマゴメット 2 名の合計 23 名

でした。運動公園をスタートに、牧水泳場に向って

全員で“クリーンウオーク”。約 4 キロの行程は上着

を着ていられないほど汗ばむ状況で、ワイワイと会

話を楽しみながら 2 時間程度、奉仕活動に精を出し

た。

11 時半ごろにはごみの回収も終わり、牧の公園に

全員が集結して食事タイム。近江八幡クラブが準備

したお茶とお弁当で食事を頂きながら交流の時間を

持つ。安田マゴメットを始め、参加者全員の自己紹

介を行った後に交流会を終了した。

集めたごみは、翌日近江八幡市の環境課が集めて処

分して頂く事になっている。

みなさん、お疲れ様でした。近江八幡クラブからの

参加者は、太田、安田、持田、平田夫妻、堀江夫妻、

川那部、

藪、浅岡

夫 妻 の

計 11 名

と 安 田

マ ゴ メ

ッ ト 2

名。

11 月 10 日（日）びわ湖湖畔のサバエキャンプ場（京

都 YMCA 管轄のキャンプ場で今回お借りしました。）

にて、YMCA 元リーダー（リーダ OP）や近江八幡 YMCA

学童(Y プ

ラス)に通

う子供達

とその家

族の方々

と BBQ を

行いまし

た。この事

業は今年

初めて実

施するもので、YMCAとの交流を目的として、Yサ事

業の一環として行ったものです。

子供連れ 5家族（親御さん 7 名 子供たち 13 名）

リーダ OP の松本邦俊（クニリーダ）及びワイズから

3 名の総勢 24 名が、午前 10 時に秋晴れの湖畔に集合

しました。クニリーダーがリーダ時代のノウハウで、

予めキャンプ場の開錠やコンロ・テーブル・食器を

準備して下さいました。ワイズ達は前日業務用スー

パーで大量の食材・飲み物を調達して現地に臨みま

した。

まず、火付けから始まり、焼き役は松本ワイズと

お父さんたち、お母さんたちは、食材運びと取分け

を分担。子供達（最年少 1 才から年長は 7 才）は自

然の中で思いっきり走り回り、小屋の探検や、びわ

湖波打ち際で遊んだりして、日頃できない体験を楽

しんでいました。結果5Kgのお肉も早々となくなり、

食後は、全員でゲームとスプーン競争などで遊びま

した。

今回の企画で、子供達はどんぐりの実やアリなど

の虫の動きを知り、びわ湖の水の冷たさを直に触り

して、自然の面白さに感激し記憶に残ったものと思

います。YMCA を支援する私達ワイズはこのような

子供達を通

して YMCA

活動を知り、

支援の方向

を知ること

の重要性を

感じた次第

です。
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サバエキャンプ場 バーベキュー

          安田 博彦
ワイズデーはみんなで湖岸清掃！

        浅岡 徹夫



■冬の寒さを吹き飛ばそう！！

スケートキッズ募集！

ツルツルの氷の世界にドキドキ・ワクワク！

ころんでもへっちゃら！みんなと楽しく氷とお友だ

ちになろう！

スケートを楽しもう Winter

日 程： １２月２１日（土）・２２日（日）

スケートを楽しもう Spring

日 程： ３月３０日（月）・３１日（火）

＊いずれも（日帰りの 2 日間）

参加費： 16,000 円（税別・靴レンタル代含む）

対 象： 幼児：幼児年中～幼児年長

     小学生：小学１年～６年生

場 所： 滋賀県立アイスアリーナ

交 通： マイクロバス・JR

定 員： ２５名

■YMCA 放課後学童保育「Y+」(ワイプラス)

2020 年度入会受付中
学童保育「Y+」(ワイプラス)の 2020 年度の新規入

会の申し込みを受け付け中です。

申し込み受付け：第 1 次募集 11 月 30 日まで

対  象 ： 新小学 1 年生～6 年生

  

■ウインター＆スプリングプログラム受付中♪
YMCA ではウインター＆スプリングプログラムを

行います。

日帰りスキーキャンプ

  日 程： A：1 月 18 日（土）

       B：2 月 15 日（土）

参加費： 各 18,500 円（税別・レンタル代含む）

対 象： 幼児年長 スキー初心者

場 所： 福井県 今庄３６５スキー場

交 通： 貸切バス・JR

定 員： 各２０名

・安全で楽しいスキー

・24 時間リーダーがともに生活

  ・小グループでの仲間づくり

雪遊びデイキャンプ

・小グループでの仲間づくり

雪の世界は冷たくて、フカフカ！！

キラキラ光る真っ白な大地でどんなことをして遊ぼ

きらきら光る真っ白な大地でどんなことをして遊ぼ

うかな？大きな雪だるま？かまくら？雪合戦？

体をいっぱい使って雪を満喫しよう！

日 程： ２月１５日（土）

参加費： ９，５００円（税別）

対 象： 幼児年中～幼児年長

場 所： 福井県 今庄３６５スキー場

交 通： マイクロバス・JR

定 員： ２２名

その他にもたくさんの冬のプログラムがあります。

  

   ★ただいま申し込み受付中！

詳しくは Web サイトで・・・

http;//www.shigaymca.org

以上のお問い合わせ

滋賀 YMCA 福祉旅行事業部

滋賀県知事登録第 2－２６７号

旅行業務取扱管理者 久保田展史

■クリスマス献金

クリスマス献金を YMCA の青年たちの育成に役立て

ております。私たちの祈りを込めた献金が社会に光を

灯し、地域や世界の子どもたちの笑顔につながればと

願っています。皆様のご支援とご協力をよろしくお願

いします。

募金は滋賀 YMCA までお持ちいただくか、連絡主事

にお渡しください。

523-0891 近江八幡市鷹飼町５３７－３

TEL (0748)33-2420 FAX (0748)34-8230
   

             YMCA パソコン教室から
湖南三山紅葉狩りが計画

   され小型のバスで 12名参加。長寿寺・
   本堂に続く参道はもみじのトンネル。

常楽寺・本堂と三重塔は国宝指定。モミジもきれいだ
ったが、ドウダンツツジが見事。善水寺・少し遅かっ
たかな？天候も味方をして楽しい行楽だった。

久保田展史

Happy Anniversary！

Happy Birthday！
12 月 10 日 西川 允 さん

12月 16 日 安田博彦 さん

今月の該当者はありません

編集後記

19-12-4


